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1 現況観測
入力例の説明1-11-1

入力例では、下記の流れに従って現況観測を行い、同時に結線や点記号を配置して、図面を
作成します。

1- 2 座標の読み込みと確認
1- 3 地理院タイルを表示する
1- 4 器械設置と後視観測
1- 5 道路のA1、A2を観測する
1- 6 道路のA3、A4・側溝を観測する
1- 7 道路のA5、A6、A7を観測する
1- 8 手書きメモを入力する
1- 9 電柱を観測する
1-10 標高値を配置する
1-11 法面を観測する
1-12 道路の観測を終了する
1-13 器械を移動する
1-14 手簿の確認と訂正
1-15 記号を変更する
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座標の読み込みと確認111-11-2

測量－3

［観測パネル］ー［現況］ー
［座標］ー［座標地番SIMA
読込み］でSIMAデータファイル
を読み込みます。

1
2

3

1 2 3

4
［座標］ー［測点一覧］で
読み込んだ座標を確認します。

4

読み込んだ座標が表示されます。
［新規測点］：座標を手入力することができます。
［測点変更］：選択した測点を変更することができます。
［測点削除］：選択した測点を削除することができます。



地理院タイルを表示する1-1

1

［地理院タイル］ー［地理院
タイル設定］を選択します。

1

表示する地理院タイルを選択
して［OK］します。

2

2

［地図種類2］の［更に地図を重ねる］を
ONにして、現在の写真と過去の写真を比較
することもできます。

地図をダウンロードして表示するため、ネット環境
が必要ですが、［一括ダウンロード］であらかじめ
ダウンロードしておくと、オフラインで表示することも
できます。

［地理院タイル］ー［地理院
タイル背景表示］を選択します。

3

3

座標系を選択して［OK］し
ます。

4

4

［メニュー］ー［汎用1］ー［ページ］ー
［作業情報］で座標系を変更することも
できます。

1-3
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［現況観測］ー［現況観測］
を選択します。

1

器械設置と後視観測1-1

1

2

3

6

7

8

［通常観測］［CAD入力］で
器械点、後視点をクリックします。

2 3 4 5

器械高、目標高を入力します。

6 7

後視点を観測します。8

距離をチェックしたいときは、ミラーを置いて
［距離チェック］をONにして観測してください。

5

4

1-4
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道路のA1、A2を観測する1-1

［線］を選択します。1

DM属性（ここでは「2101
【00】道路縁（街区線）」）を
指定して［OK］します。

2

1

2

3 4

指定したDM属性が選択されています。

A1、A2の2点を観測します。

3 4

1-5
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道路のA3、A4・側溝を観測する1-1

1

2

［通常観測］を選択します。1

［線］ー［平行］を選択します。2

3

基準線の［一般要素］を
選択します。

3

［平行線］をONにして「0.5」
と入力します。

5

1-6

平行線の［一般要素］を選
択します。

6

4

次頁へ

5 6

DM属性（ここでは「2101
【00】道路縁（街区線）」）
を指定して［OK］します。

4
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10

DM属性（ここでは「2232
【00】側溝U字溝有蓋」）を指
定して［OK］します。

7

［OK］します。8

A3、A4の2点を観測します。

9

7

8

9 10

指定したDM属性が
選択されています。

11

［平行線］を選択します。
確認のメッセージが表示され
ますので［はい］を選択します。

11
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道路のA5、A6、A7を観測する1-1

「1:［線］道路縁（街区
線）」を選択します。

1

2 A5の点を観測します。2

4

1

3

「2:［線］道路縁（街区
線）」を選択します。

3

A6の点を観測します。4

次頁へ

1-7
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「1:［線］道路縁（街区
線）」 をダブルクリックします。

5

DM属性（ここでは「6136
【00】生垣」）を指定して
［OK］します。

6

5

6

7

A5-A7に生垣が入力されます。

5

A7の点を観測します。7
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1-8 手書きメモを入力する1-1

1

2

［コマンド］ー［メモ・計測］ー
［手書きメモ］を選択します。

1 2

3

手書きメモを入力します。3

・手書メモは印刷されません。
・手書きメモの表示・非表示は［メニュー］ー
［設定］ー［共通設定］ー［表示：標高・
DM］の［手書きメモを表示］で切り替えるこ
とができます。

［中止］を選択します。4

4
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1-9

［通常観測］を選択します。1

電柱を観測する1-1

1

2

［点］を選択します。2

ここでは「4142【00】電力柱」
を選択して［OK］します。

3

3

4

5

6

［特殊観測］ー［オフセット観
測］を選択します。

4

方向を指定して、オフセット距
離を入力します。

5

電柱を観測します。6

測量－12



1-10 標高値を配置する1-1

［点］ー［標高］を選択します。1

1

3

インプットバーの［点記号］を
選択します。

2

4

5

標高点を観測します。4

［取消］します。5

2

ここでは「7311【00】標石を有
しない標高点」を指定して、
［OK］します。

3
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ここでは、 「6101【00】人工斜
面」を指定して［OK］します。

1-11 法面を観測する1-1

［線］ー［斜面］を選択します。1

1

2

3

2

4

5

［上線］をONにして、A10、
A11を観測します。

3

［下線］をONにして、A12、
A13を観測します。

4

観測を終了したら［確定］し
ます。
確認のメッセージが表示されます
ので［はい］を選択します。

5

続けて上線を観測するときは
［上線］をONにします。
下線を観測するときは［下線］
をONにします。

確定して法面の入力を終了
すると、「［法］人工斜面」
が消えます。
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1-12 道路の観測を終了する1-1

「2:［線］道路縁（街区
線）」を選択します。

1

2

確定すると、「2:［線］
道路縁（街区線）」が消
えます。

確定すると、「1:［線］
生垣」が消えます。

［中止］：現況観測を中止します。
再度、現況観測を行うと、器械点、後視点
の情報を保持した状態から開始します。
［後退］：1つ前の状態に戻ります。観測し
た点は残ります。

4

1

［確定］します。
確認のメッセージが表示されます
ので［はい］を選択します。

2

3

「1:［線］生垣」を選択します。3

［確定］します。
確認のメッセージが表示されます
ので［はい］を選択します。

4
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1-13 器械を移動する1-1

［器械点変更］を選択します。
確認のメッセージが表示されます
ので［はい］を選択します。

1
1

4

5

2

3

6

7

8

後視点を観測します。6

器械点、後視点を指定します。

2 3

器械高、目標高を入力します。

4 5

視準点名を入力します。7

視準点を観測します。8

9

ここでは、1点のみ観測するの
で観測を終了したら［中止］し
ます。

9
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1-14 手簿の確認と訂正1-1

1

［現況観測］ー［現況観測
データ一覧］を選択します。

1

器械点ごとに手簿が分かれています。
確認する手簿の器械点を選択してください。

2

手簿の確認・訂正を行います。2

器械点や後視点を変更することが
できます。

一覧で選択した手簿の目標高を変更すること
ができます。
［再観測］で再測することもできます。

［測点の再計算］がONの場合は、選択
した器械点以降の手簿も再計算されます。
CADデータも変換する場合は［CADデー
タの変換］をONにしてください。
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1-15 記号を変更する1-1

［メニュー］ー［数値地形1］ー
［DMマスター］を選択します。

1

1

2

3

4
5

ここでは「7311」を選択して
［設定］します。

2 3

［点記号設定］をONにして
選択します。

4

サイズを変更して［OK］し
ます。

5

次頁へ
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［斜面記号設定］を選択し
ます。

9

［記号選択］で記号を変更し
て［OK］します。

6

7

8

ここでは「6101」を選択して
［設定］します。

6 7

［上下線記号設定］をONに
して選択します。

8

1010

11

11［図面変更］を選択した場合
は、選択されている「6101」の
図面上のデータが変更されます。
［図面一括］を選択した場合
は、変更したDMマスター
（ 「7311」 「6101」）の図面
上のデータが変更されます。

9
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2 逆打ち観測
座標の読み込み1-1

2

1

［逆打ち］ー［座標］ー［座標
地番SIMA読込み］でSIMAデー
タファイルを読み込みます。

1 2

2-1

器械設置と後視観測1-1

［逆打ち観測］を選択します。1

1

2-2

次頁へ
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3

2

器械点、後視点を指定します。

2 3

4

5

標高を計算しなくてよい場合は、器械高を
入力しなくても構いません。

器械高、目標高を入力します。

4 5

6

後視点を観測します。6
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逆打ち観測を行う1-1

打設点を指定します。1

1

［メニュー］ー［設定］ー
［ピックモード］ー［フリー］
でフリーモードを解除することが
できます。

2

［詳細］を選択します。
打設点を確認して［OK］を選
択します。

2

絞り込み条件を設定して測点を絞り込むことができ
ます。

並べ替えることができます。

2-3

次頁へ
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打設点を指定します。3

3

打設点までの水平角と距離が
表示されます。

目標高を入力します。44

5
観測します。5

視準点と打設点の差が
表示されます。

三角ボタンをタップすると、図（簡易図・
詳細図）、視点（器械視点・ミラー視
点）を切り替えることができます。

6

画面に表示された差を参考に
してミラーを移動し、距離が0にな
るまで観測します。

6

［確定］します。7

7
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器械を移動する1-1

［中止］を選択します。1

1

［他の観測から取得］を選択し
ます。

4

［逆打ち観測の器械点設置情
報を取得する］を選択します。

5

確認のメッセージが表示されま
すので［はい］を選択します。

6

2-4

2

3

4

5

6

［現況］ー［現況観測］ー
［現況観測］を選択します。

2 3

次頁へ
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9

12 13

13

11

単点を観測します。7

8

［中止］を選択します。8

11
［器械点変更］を選択します。

12

器械点、後視点を指定します。

7

9

10

10

［逆打ち］ー［逆打ち観測］を
選択します。
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1

［線形読込み］ー［路線
データ読込み］で、TREND-
ONEで作成した路線データファ
イル（拡張子 xrf ）を読み込
みます。

1

［メニュー］ー［ファイル］ー［外部ファイル読込み］ー
［路線SIMA］で路線SIMAファイルから路線データを
読み込むこともできます。

路線の読み込み12-5

路線計算を行う12-6

次頁へ

［計算］ー［路線計算］を選択
します。

1

1

路線データファイルについては
「5 TREND-ONE→TREND-FIELD
連携」－「5-1 路線データ」を参照して
ください。
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2

3

4

5

「センター点：範囲指定」を選択
します。

2

CADで始点、終点を指定します。

3 4

［ピッチ］をONにし、間隔、点数
を設定して［確定］します。

5

次頁へ
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10

［複数］をONにし距離ピッチを
入力して［次へ］進みます。

11

「センター巾杭点：線形要素
指定」を選択します。

66

7 ［単曲線］を選択します。7

8

9 CADで開始点、終了点を指定し
ます。

8 9

半径を入力して［次へ］進み
ます。

11

12

左右の開始巾、終了巾を入力
して［次へ］進みます。

12

13

［確定］します。13

10
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図面を読み込む1-1

1

2

［メニュー］ー［ファイル］ー
［外部ファイル読込み］ー［SXF］
で平面図を読み込みます。

1 2

ここでは元ページに合成しないので、
以下のメッセージで［いいえ］を選択
します。

3

4 ［メニュー］ー［データ編集2］ー
［レベル編集］ー［レベル追加］
を選択します。

3 4

5

6

7

［CAD指定］を選択し、2点を
指定します。

5 6 7

次頁へ

2-7
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［共通属性］タブで［レベル］
をONにして、追加した平面図の
縮尺を選択して［OK］します。

12

［メニュー］ー［データ編集
1］ー［一括訂正］を選択しま
す。

11

10

［登録座標一覧］から、指定した
2点の座標を選択して［OK］しま
す。

8 9

8

9
名称を入力して［OK］します。

10

11

12

次頁へ
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元ページで［メニュー］ー［汎用1］
ー［ページ］ー［元ページに合成］
を選択します。

513 14

13

14

15

15 元ページに取り込むページを
「○」にして［OK］します。
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3 縦断観測
路線データを読み込む1-1

縦断観測を行う1-1

［縦断］ー［線形読込み］ー
［路線データ読込み］で路線
データを読み込みます。

1 2

2

1

［縦断観測］を選択します。1

1

観測する線形データを指定し
て［OK］します。

2

2

次頁へ

3-1

3-2
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BM点名、BM標高を入力して
［OK］します。

3

3

4

BM.1、BP、NO.1、NO.2の
観測データを入力します。

4

電子レベルで観測する場合は、
［観測］を押します。

5

「鋲」の場合には［詳細］を
ONにして、「タイプ」で「鋲」を設
定し、観測データを入力します。

5

次頁へ
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レベルを移動した場合は、
前点の「BS」に、後視データ
を入力します。

6

6

続けて前視データを入力します。7

7
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4 横断観測
横断観測を起動する1-1

観測モード（ここでは「横断の
み」）を選択します。

3

3

※観測の詳細については、プログラム内の［ヘルプ］－［測量観測］－［横断観測］を参照してください。

1

2

［横断］ー［横断観測］を選択
します。

1 2

4-1
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観測モード 観測方法 観測データの測点登録

横断のみ
測点を使用しない横断観測

不可
※センター高や控杭の高さが確定する前でも観測が可能

横断+誘導
登録されている測点と平面図を利用し、横断線上を誘導する横断観測

登録可
※測点が登録されていない場合は、使用不可

線形+横断
読み込んだ線形データ（路線または基本設計データ、等）を利用した横断観測

登録可※横断線上を意識した観測が可能
※線形データが読み込まれていない、また、センターが仮標高の場合は、使用不可



断面情報・観測方法を設定する-1

1
2

断面名を入力します。1

観測方法（ここでは「左右別々 
左から開始」を指定し［OK］し
ます。

2

4-2
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器械を設置する-1

ここでは「控杭」（センターの左
5mの位置）に器械を据えたと
仮定します。
［センター杭上据］を選択し
ます。

1

断面「2」が作成されます。

2

器械高を入力して［確定］し
ます。

2

3

［断面編集］ー［情報］を選
択します。

3

ここでは断面名を「2L5」に変
更して［OK］します。

44

1

4-3
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TREND-FIELDでは
「控杭＝センター杭」と
考えて観測してください。

シフト量はTREND-ONE
で入力します。



［横断のみ］の器械設置方法は以下の3つです。
A.センターに据える
B.横断線上センター後視
C.任意点に据えてセンター後視

測量－38

【B.横断線上センター後視】
横断線上の左もしくは右に器械を設置し、センター（仮センターでも可）を後視します。
左右断面切り替え時には、器械を移動しなくても再度センター（仮センターでも可）
を後視する必要があります。表の一番上（器械点設置時の行）をダブルクリックすると、
観測データが確認できるので、それを反対の断面の観測データにキー入力することは可
能です。
別断面を観測する際には、再度器械設置の作業を行う必要があります。

【A.センターに据える】
センターに器械を据えます。ここでいうセンターは、真のセンターである必要はありません。
地盤高とセンターからの距離がわかっている控杭（逃杭）を仮のセンターとすることも
可能です。
（※仮のセンターの情報はTREND-ONE側で設定します。）
左断面を観測するとき、センター左の控杭を使用したが、右断面を観測するとき、セン
ター右の控杭を使用した場合は注意が必要です。TREND-ONEでは、1観測ごとに
仮センターは1つしか設定できません。左断面と右断面を別断面として観測し、それを
TREND-ONEで取り込む際に、同一断面の第1観測と第2観測にわけて取り込む必
要があります。（下表：TREND-ONE取り込み時のイメージ）

必要な入力項目は器械高のみで、左右断面を切り替えるときも再度器械高を設定
する必要はありません。
他断面を観測するときは、再度器械設置の作業（器械高の入力）を行う必要があ
ります。

NO 選択 TREND-FIELD TREND-ONE

断面名 地盤高 杭高 断面名 分割観測 シフト量

1 ○ 1L5 0.000 0.000 1：NO.1 1 -5.000

2 ○ 1R5 0.000 0.000 1：NO.1 2 -5.000
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【C.任意点に据えてセンター後視】
断面外に据えて、センター（仮センターでも可）を後視します。
左右断面切り替え時には、器械を移動しなくても再度センター（仮センターでも可）
を後視する必要があります。表の一番上（器械点設置時の行）をダブルクリックする
と、観測データが確認できるので、それを反対の断面の観測データにキー入力すること
は可能です。
別断面を観測する際には、再度器械設置の作業を行う必要があります。
観測データの反転に注意してください。
横断のみの観測には、TREND-ONEの「BP側に据えたのか」「EP側に据えたのか」と
いう設定がないので、「左を観測しているにもかかわらず右に表示される、もしくは、途
中から急に観測方向とは逆方向を向いてしまう」というような現象が生じる場合があり
ます。以下のように観測してください。
器械を任意点に据え、センターを０セット後、L方向が0°～180°方向であればその
まま観測を行います。
180°～360°方向であれば「観測データの反転」をして、観測を行います。

上記の場合には、Ｌが180°～360°方向となりますので「観測データの反転」を
選択します。
L=0~180→反転なし L=180~360→反転
R=0~180→反転 R=180~360→反転なし

※反転したまま観測を行った場合は［断面編集］－［左右入替］か、TREND-
ONEに取り込み後、後視データのBP、EPを逆に設定してください。
途中から反転した場合は、TREND-ONEに取り込み後、反転する直前に行を挿入
し、後視として設定後、最初の後視データと同じ数値を入力し、器械の位置BP、EP
を最初の後視と逆に設定してください。Ｌ



［後視データ］セルをダブルクリックし［後視データ訂正］で後視データを訂正します。

TS観測-1

1

2

目標高を入力して、観測します。

1 2

１つの主断面のデータに、３つの副断面のデータを入力することができます。主断面は主断面どうし、副断面
１～３はそれぞれの副断面どうしで結線されます。副断面の観測は、［断面］で切り替えます。

4-4
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TP-1

［器械点変更（TP）］を選択
します。

1

1

2

5

3

4

6

ここでは、横断線上に器械を据えて、
前器械点から観測した最終点を後
視すると仮定します。

［横断線上］ー［前点］を選択
して後視点を観測します。

2 3 4

目標高を入力して、観測します。

5 6

4-5
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TREND-ONEの路線測量の
［路線計画］ステージー［路線
計画］タブー［データ書込み］グ
ループー［外部ファイル］ー
［TREND-FIELD・FIELD-
TERRACE路線データ］を選択し
ます。

1 2

5 TREND-ONE→TREND-FIELD連携
路線データ1-1

1

2

3

3

確認のメッセージが表示されます。
標高を出力する・しないを選択し
ます。
はい：主要点・中間点のZ座標
を縦横断測量の成果データから
取得して出力します。
いいえ：標高を出力しません。

4

4

5

6

［はい］を選択した場合は、
［データ読込み］ダイアログが表
示されます。読み込む作業データ
を選択して［OK］します。

5

路線データの出力先とファイル名
を指定して［保存］します。

6

5-1
TREND-ONEからTREND-FIELDで読み込む路線データを出力します。
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XFDについて1-1

［数値地形］タブー［DM基本］
グループー［測点一覧］で、座標
を測点一覧に入力します。

2 3

1

2
3

CADの［元ページ］を選択し
出力したいラスタや図面を、元
ページに配置します。

1
出力したいラスタや図面は、元ページに配置
します。座標は測点一覧に入力します。
ここで入力したデータはXFDデータで同時に
出力されます。

4

［ファイル］タブー［外部ファイル
書込み］ー［TREND-FIELD
データ］で、TREND-FIELDで
直接開けるデータを出力します。

4

5-2
TREND-ONEからTREND-FIELDで読み込むXFDデータを出力します。
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6 TREND-FIELD→TREND-ONE連携
現況観測1-1

1 ［ファイル］タブー［外部ファイル
読込み］ー［TREND-FIELD
データ］を選択します。

1

2回目以降のときは［追加読込み］で日付
を指定して読み込むこともできます。

読み込むデータを選択して
［開く］を押します。

2

［詳細設定］を押し［座標管理に登録］を
ONにすると、座標を登録することができます。

6-1
TREND-FIELDの現況観測で出力したデータをTREND-ONEで読み込みます。
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2



TREND-ONEの既存の路線データに、TREND-FIELDでプラス杭を追加した場合は、路線測量の［路線
計画］ステージー［路線計画］タブー［データ読込み］グループー［自社連携］ー［TREND-FIELD
ファイル］で読み込み、［路線計算］グループー［中間点表示］で中間点を再計算します。

縦断観測1-1

3

1

2

TREND-ONEの縦横断測量の
［縦断野帳］ステージー［縦断
野帳］タブー［データ読込み］グ
ループー［TREND-FIELD縦断
観測］を選択します。

1 2 3

4

5

ファイルを選択して［開く］を
押します。

4

取り込み先を選択して［OK］
します。

5

6-2
TREND-FIELDの縦断観測で出力したデータを、TREND-ONEで読み込みます。
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TREND-ONEの縦横断測量の
［横断野帳］ステージー［横断
野帳］タブー［データ読込み］
グループー［TREND-FIELD横断
観測］ー［TREND-FIELD横断
観測］を選択します。

横断観測1-1

1 2 3

3

1

2

4

5

ファイルを選択して［開く］を
押します。

4

TREND-FIELDの横断観測
データを取り込むTREND-ONE
の断面を確認して［OK］します。

5

分割観測、シフト量を
入力して取り込むことが
できます。

TREND-FIELDの横断観測で出力したデータを、TREND-ONEで読み込みます。

6-3

測量－46



－メモ－
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